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４月５日（金）入学式、８日（月）前期・春学期授業開始

　「
お
姫
様
は
、
今
す
ぐ
大

学
を
去
り
な
さ
い
！
」

　
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
が

施
行
さ
れ
る
数
年
前
の
学
部

移
行
の
オ
リ
エ
ン
に
て
教
授

か
ら
の
一
言
は
、
今
で
も
忘

れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
振
り
返
る

と
、
女
性
で
あ
る
こ
と
に
甘

え
ず
、
真
剣
に
学
べ
と
の
教

授
の
薫
陶
で
あ
っ
た
の
で
は

と
思
い
ま
す
。
現
在
で
あ
れ

ば
、
不
適
切
に
も
程
が
あ
る

と
も
い
わ
れ
か
ね
ま
せ
ん
。

　
３
月
に
な
り
、
採
用
広
報

開
始
と
な
り
、
就
職
活
動
も

本
格
化
。
均
等
法
以
降
は
、

採
用
活
動
に
お
い
て
の
差
別

は
解
消
さ
れ
つ
つ
も
、
男
女

の
賃
金
差
異
の
公
表
や
、
男

性
の
育
児
休
暇
取
得
の
目
標

設
定
の
義
務
化
な
ど
、
男
女

に
関
わ
ら
ず
、
全
て
の
人
が

仕
事
を
楽
し
め
、
充
実
し
た

日
々
を
過
ご
せ
る
た
め
の
施

策
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　「
働
く
こ
と
は
お
な
か
を

抱
え
て
笑
う
ほ
ど
の
楽
し
さ

は
な
い
が
、
ほ
く
そ
笑
む
ほ

ど
の
楽
し
さ
が
あ
る
」。

　
社
会
人
も
悪
く
な
い
と
、

昭
和
か
ら
働
い
て
い
て
感
じ

る
こ
と
で
す
。
学
生
・
社
会

人
生
活
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

　
ご
縁
が
あ
り
、
Ｐ
Ｐ
Ａ
会

長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
瀬
戸
熊
理
事
長
を
初
め

と
し
て
教
職
員
、
保
護
者
の

皆
様
、
大
変
お
世
話
に
な

り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　
Ｐ
Ｐ
Ａ
会
長

　
　
　
　
　
　
瀬
尾
　
千
里

　
本
学
の
大
学
報
が「
Ｎ
Ｅ

Ｗ
Ｓ 

Ｃ
Ｉ
Ｔ
」と
い
う
ネ
ー

ミ
ン
グ
で
、
現
在
の
タ
ブ
ロ

イ
ド
判
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た

の
は
１
９
９
６
年
の
４
月
。

　
前
身
で
あ
る
学
報
「
な
ら

し
の
」
の
制
作
を
担
当
し
て

か
ら
３
年
６
カ
月
目
の
こ
と

だ
。
そ
れ
か
ら
、
か
れ
こ
れ

28
年
間
…
…
え
？
一
瞬
、
計

算
し
て
目
を
疑
っ
た
が
、
と

て
つ
も
な
く
長
い
期
間
、
Ｎ

Ｅ
Ｗ
Ｓ 

Ｃ
Ｉ
Ｔ
が
発
行
さ

れ
た
こ
と
に
気
づ
く
。

　
長
き
に
わ
た
っ
て
愛
さ
れ

た
「
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ 

Ｃ
Ｉ
Ｔ
」

も
、
時
代
に
合
わ
せ
て
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
を
！
　
次
号
「
４

月
号
」
か
ら
紙
面
印
刷
が
無

く
な
り
、
ｗ
ｅ
ｂ
上
で
の
公

開
の
み
と
す
る
こ
と
に
。

　
通
算
６
８
２
号
。
そ
の
う

ち
３
５
５
号
分
の
ニ
ュ
ー
ス

に
携
わ
り
、
新
人
の
頃
は
、

き
っ
ち
り
と
計
画
を
立
て
て

発
行
し
て
い
た
が
、
年
を
重

ね
る
ご
と
に
、
入
稿
日
ギ
リ

ギ
リ
の
綱
渡
り
状
態
。
編
集

者
Ａ
氏
泣
か
せ
の
「
大
橋
」

と
、
営
業
の
Ｈ
氏
は
、
さ
ぞ

嘆
い
て
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。

　
装
い
も
新
た
に
な
る
「
Ｎ

Ｅ
Ｗ
Ｓ 

Ｃ
Ｉ
Ｔ
」
で
は
、

引
き
続
き
内
容
の
充
実
を
図

り
、
新
企
画
な
ど
も
取
り
入

れ
て
い
く
予
定
。今
後
と
も
、

ご
指
導
ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
入
試
広
報
部

　
　
　
　
　
　
大
橋
　
慶
子

　
１
月
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

・
シ
ド
ニ
ー
郊
外
の
研
究
機

関
に
２
週
間
半
滞
在
し
て
き

ま
し
た
。
妻
も
他
大
に
勤
務

す
る
同
業
者
で
、
子
供
２
人

と
家
族
４
人
で
行
っ
た
の
で

す
が
、
現
地
保
育
園
に
預
け

る
ま
で
が
大
変
で
し
た
。
有

資
格
者
に
よ
る
母
子
手
帳
の

英
訳
、
現
地
病
院
で
の
予
防

接
種
記
録
の
確
認
・
追
加
の

予
防
接
種
を
経
て
、
や
っ
と

登
園
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
下
の
子
は
、
や
っ
と

日
本
語
が
話
せ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
と
こ
ろ
に
、
英
語

環
境
に
放
り
込
ま
れ
、
か
な

り
ス
ト
レ
ス
だ
っ
た
よ
う
で

す
が
、
毎
日
お
迎
え
の
時
に

は
、
庭
で
汗
だ
く
に
な
っ
て

（
真
夏
！
）
お
も
ち
ゃ
の
車

を
乗
り
回
し
て
い
ま
し
た
。

　
私
も
、
自
身
の
研
究
の
紹

介
や
共
同
研
究
の
相
談
が
進

む
と
と
も
に
、
お
昼
休
み
に

人
生
初
の
ク
リ
ケ
ッ
ト
に
挑

戦
し
ま
し
た
。
広
島
カ
ー
プ

の
木
村
昇
吾
選
手
の
ク
リ
ケ

ッ
ト
転
向
以
後
、
ル
ー
ル
を

覚
え
た
い
と
思
っ
て
い
た
の

で
す
が
、
や
っ
と
大
ま
か
に

理
解
で
き
ま
し
た
。
正
式
種

目
と
し
て
復
活
す
る
２
０
２

８
年
の
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
五
輪

ま
で
に
は
試
合
を
堪
能
で
き

る
レ
ベ
ル
に
ま
で
勉
強
せ
ね

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
予
防
接
種
の
効

果
が
出
始
め
る
の
に
接
種
後

２
週
間
く
ら
い
か
か
る
ん
で

す
よ
ね
え
。

　
惑
星
探
査
研
究
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
諸
隈
　
智
貴

成長する学生を見守ることが
なによりの心の糧になりまし
た。みなさん、ありがとう！

長
瀬
　
　
亮（
機
械
電
子
創
成
工
学
科
・
教
授
）

教
員（
８
人
）

教
員（
８
人
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　学生達と学んだ23年を糧に
　第３フェーズの建築家人生
　を歩みたいと思います。

石
原
　
健
也
（
建
築
学
科
・
教
授
）

６年間、学生委員会副委員長
を務めたことと、着任から最
後までサークルの顧問を務め
たことが、とても大きな思い
出です。千葉工大、そして、
情報工学科に感謝します。

六
澤
　
一
昭
（
情
報
工
学
科
・
教
授
）

　多くの学生と接して教育の
　多様性とその奥行きを学び
　ました。

杉
浦
　
　
修
（
電
気
電
子
工
学
科
・
教
授
）

教職員・学生の皆様、ありが
とうございました。
百周年に向けさらなる発展を
祈念しております。

谷
本
　
茂
明
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
・
教
授

）

緒
方
　
隆
志
（
機
械
工
学
科
・
教
授
）

 ３月に定年を迎えられた教職員の

皆さんを紹介します。大学と学生た

ちに、思い出と励ましの言葉を残し

てくださいました。 （敬称略）

定年退職の皆さん

お世話になりました。
心より、感謝申し上げます。
ありがとうございました。

慈
地
　
孝
志
（
警
備
主
任
・
総
務
担
当
）

齊
藤
　
幸
吉
（
警
備
主
任
・
新
習
志
野
学
生
担
当
）

皆皆様のお力添えにより充実
したキャリアを送る事が出来
ました。大学創立100年に向け
て益々発展されることを心よ
り願っております。

井
上
　
光
市
（
施
設
部
・
部
長
）

職
員（
３
人
）

職
員（
３
人
） 長い間大変お世話になりまし

た。東日本大震災の時、自宅
から大学まで自転車で来たこ
とが印象深く思い出されます。

畑
　
誠
之
介
（
創
造
工
学
部
・
准
教
授
）

皆様のご健勝とご活躍を祈願
しています。

越
山
　
健
彦
（
金
融
・
経
営
リ
ス
ク
科
学
科
・
教
授
）

〝光陰矢の如し〟でしたが、　
　充実した12年間でした。
　皆様に感謝申し上げます。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍

で
、
活
動
で
き
ず
に
い
た
文

化
会
吹
奏
楽
部
（
堂
本
蒼
太

部
長

知
能
メ
デ
ィ
ア
工
学

科
２
年
、
部
員
40
人
）
の
第

31
回
定
期
演
奏
会
が
２
月
25

日
、
２
号
館
３
階
大
教
室
で

開
か
れ

写
真
、
優
雅
で
力

強
い
演
奏
が
４
年
ぶ
り
に
よ

み
が
え
っ
た
。

　
定
期
演
奏
会
の
伝
統
は
一

時
、
消
え
る
寸
前
に
な
っ
た

が
、
部
員
ら
が
個
々
に
練
習

を
継
続
。
昨
年
末
に
出
た

「
定
期
」
復
活
話
を
新
年
で

実
現
さ
せ
た
。

　
演
奏
会
は
第
１
部
と
２

部
、
計
９
曲
で
構
成
。
久
々

に
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
管
楽
器

が
聴
け
る
、
と
学
生
や
教
職

員
、
部
員
の
家
族
ら
が
会
場

を
埋
め
、
部
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ

た
ち
も
駆
け
つ
け
た
。

　
息
の
あ
っ
た
演
奏
に
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
を
交
え
て
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
展
開
。
最
終
曲
と

ア
ン
コ
ー
ル
曲
に
は
Ｏ
Ｂ
・

Ｏ
Ｇ
も
演
奏
に
参
加
し
、
観

客
を
満
足
さ
せ
た
。

　
部
長
の
堂
本
さ
ん
は
「
協

力
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に

お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。
昨

年
12
月
に
『
定
期
演
奏
会
を

復
活
し
よ
う
』
と
い
う
話
に

な
り
、
会
場
確
保
、
選

曲
や
ポ
ス
タ
ー
、
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
製
作
を
急
ぎ

ま
し
た
。
顧
問
の
大
川

茂
樹
先
生
（
未
来
ロ
ボ

テ
ィ
ク
ス
学
科
教
授
）

に
は
ア
ド
バ
イ
ス
や
Ｏ

Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
へ
の
連
絡
を

し
て
い
た
だ
き
、
感
謝

し
て
い
ま
す
」。

　
卒
業
生
の
表
谷
祥
吾

さ
ん
（
経
営
情
報
科
学

科
２
０
１
９
年
卒
）
は

「
定
期
演
奏
会
の
連
絡

を
も
ら
い
、
現
役
と
Ｏ

Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
間
で
何
か
つ

な
が
れ
な
い
か
、
と
一

緒
の
演
奏
を
相
談
し
ま

し
た
。
音
楽
は
年
代
を

超
え
た
世
界
共
通
言
語

で
、
み
ん
な
で
一
緒
に

演
奏
す
る
と
い
う
の
は

と
て
も
幸
せ
な
こ
と
。

卒
業
し
バ
ラ
バ
ラ
に
な

っ
た
メ
ン
バ
ー
が
、
部

を
ベ
ー
ス
に
ま
た
つ
な

が
れ
た
か
な
と
思
い
ま

す
」
と
話
し
て
い
た
。

久
々
吹
奏
楽　
響
く

▼ 

部
の
定
期
演
奏
会

復
活

感 激

感 動

感 謝


